


































































































































. お知らせ .

第46回放射線化学討論会のお知らせ

日時:平成 15年9月 15日(月)夕刻"-'18日(木)お

よび 19日の特別セッション部分参加も認める

方向で準備いたしております.

ただし 19日は特別セッションおよび若手セッ

ションのため参加自由とします.

懇親会:平成 15年9月 17日(水)小湧園併設宴会場

. 場所:号知山神奈川県足柄下郡箱根町二ノ平

1297 箱根小涌園併設コンベンションパレス

宿泊場所 B&Bパンシオン箱根(小湧圏内)

交通:パス利用の場合

箱根湯本駅(小田急線)から箱根町 ・元箱根行

約 20分小湧園前下車

電車利用の場合

小田原駅 ・箱根湯本駅 〈箱根登山電車〉乗り換

え 小湧谷駅下車徒歩25分

車利用の場合

東名御殿場インターチェンジより乙女峠，仙石

原経由小湧園へ

主催:日本放射線化学会共催:日本化学会，ラドッ

テック研究会(予定)

開催要領

テーマ:放射線化学の基礎と応用(最先端技術への展開)

本年は，従来の放射線化学討論会と趣を変え，ゴード

ンコンファレンスのように参加者全員泊り込みで，発表

会場以外の場で，活発なディスカッションを行えるよう，

計画をいたしております.討論会初日 (9月 15日)は参

加登録の確認および基調講演を企画いたしております.

2日目以降は，一般講演，特別講演， シンポジウムを実
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施する予定です. また， ポスターセッションも 9月 16

日"-'18日の3日間行うことを予定しています.また 19

日は昨今の国家プロジェクト等を通じて民間企業 ・大

学 ・国立研究機関等で行われている産業に直結した新し

い取り組みを中心にした，特別セッションおよび若手

セッションを設ける予定です.

発表申込:

インターネットホームページ (4月開設予定)に発表

申込用フォームを設けますので，そちらからの申込をお

願いします.発表 l件につき件の申込をお願いしま

す.

発表申込期間:平成5月 12日"-'6月 12日(予定)

参加申込:

発表申込同様，インターネットホームページよりお願

いします.特に今年は泊り込みとなりますので，全員事

前の登録をお願いします.(やむをえない場合は現地に

て参加登録をお受けしますが，その場合でも宿泊の申込

(下記参照)は必ず事前にお願いします.) 

参加登録期間:平成 15年5月 12日"-'8月28日(予定)

宿泊申込.

宿泊申込は，宿泊および懇親会の申込用インターネ ッ

トサイトを JTBの責任において開設していただくこと

になっております.宿泊の申込および懇親会の申込はこ

ちらのサイトにてお願いいたします.(現地での当日宿

泊申込は原則としてできませんので，ご注意下さい.) 

予稿原稿締切:平成 15年8月7日

参加登録費 5，000円 (事務局扱い)

宿泊申込および懇親会費:JTB扱い
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日本放射線化学会第77回理事会議事録
日時:平成 14年 10月9日(水)18:30--21 :00 議事

場所:九州大学機能物質材料研究所 1F会議室 1.報告事項

出席者(敬称略): ・1. 前回議事録確認

会長:田川精一 既にメールで送付済みであり，特段の意見もなく，

副会長:市川恒樹，勝村庸介，平岡賢三 配布資料77・理-1のまま承認された.

理事:青木康，丑田公規，河内宣之，熊谷純 (宮 1・2. 学会賞選考について

崎理事代理)，小林慶規，柴田裕実，新坂恭士， 前回理事会で出席者定数不足のため選考委員会を

砂川武義，辻正治，永石隆二，中川和道，中 開催できなかったが，その後の選考委員会 Ce-mail

川清子，演義昌，真嶋哲朗，吉田陽一，水津 利用)にて，名古屋大学 ・熊谷純氏に学会賞を授

健一，渡辺 宏(南波理事代理)，鷲尾方ー 与することとなった旨報告があった.

(記録 1-3. 平成 14年度活動報告

監事:長谷博友 ・77・理・4により平成 14年4月--10月の活動報告が

顧問:鏡野嘉彦 報告された

配布資料 ・77・理-5により企画委員会の活動としての平成 14

77・理-0 日本放射線化学会第 77回理事会議事予定

77・理・1 日本放射線化学会第 76回理事会議事録

77・理・2 日本放射線化学会平成 13年度後期役員名

簿

77・理・3 日本放射線化学会 会則

77・理・4 日本放射線化学会活動報告

77・理・5 企画委員会活動報告

77・理-6 放射線化学若手の会 2002年度「夏の学

校」活動報告

77・理-7 IWP2002 C光イオン化国際ワークショッ

プ)後援礼状

77・理・8 第 19期日本学術会議の選出にかかわる学

術団体の登録申請の結果について(通知)

77・理-9 入退会希望者一覧

77・理-10 平成 13年度会計報告(平成 14年8月31

日現在)

77・理-11 平成 14年度予算計画(平成 14年9月 l

日~平成 15年8月31日)

77・理・12 日本放射線化学会の抱える問題

77・理・13 第 13回陽電子消滅国際会議 開催につい

て協力のお願い

77・理・14 放射線化学討論会 2003年構想

別紙資料:

・日本放射線影響学会将来についての意見交換会のお

知らせ
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年4月 14日に東京で開催の放射線化学セミナーと

応用放射線化学シンポジウムの報告が行われた

• 77・理・6により放射線化学若手の会夏の学校(平成

14年8月21--23日)の開催報告が行われた.

• 77・理・8により日本放射線化学会が日本学術会議の

学術団体として登録されたことが報告された

1・4. 入退会

入退会希望者に関する説明が 77・理・9により行わ

れた.会員数の減少に歯止めがかからない状況であ

り，新規入会者の紹介を理事各位が精力的にしてい

ただけるよう要請があった.

1・5. 平成 13年度会計報告

幾つかの項目(収入項目中の賛助会費，個人会費，

および支出項目中の事務経費，印刷費，委員会経費

など)における予算と決算の軍離について説明が行

われた.監事の長谷氏より，この点について指摘が

あり，理事会における説明を要請していたことに基

づいている.

1・6. 役員人事

新規理事委嘱，および理事あるいは監事の交代の

申し出，および退任の希望があった.

産総研の小林理事は加藤隆二氏に号|き継ぐ.

名古屋大学の宮崎理事は熊谷純氏に引継ぐ.

産総研・中部から岡崎正治氏に理事をお願いする.

原研の田中監事より渡辺 宏氏に監事を引継ぐ.

放射線化学
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(本件は田中監事への確認ができていないので，会

長が調整することとなった)

産総研 ・中部の鳥山監事より退任希望が申請され，

了承された.

1・7. 平成 14年度予算

77・理-11に基づき平成 14年9月より 1年間の予

算計画について説明があった.

これについて，次のような議論が行われた.

・収入の予算が極めて厳しい.個人会費，賛助会費と

も減少に歯止めがかかっていない.会員の増強が必

要である.また，会費未納者が極めて多数(100人

を超え， 会員の約 1/4にも達する) いるため， こ

れも学会の会計を圧迫している.

・支出項目にアルバイト代24万円を計上した.

・委員会経費が例年どおり計上されているが，過去使

われないケースが多発している.その原因は予算案

上，実情にあっていないことにも問題がある.取り

扱いを考えるべきだろうという意見が出された. こ

れについては各委員会委員長が事務局とよく相談し

て，予算執行をする方向で調整することになった.

.学会賞選考委員会経費を予算計上する意見が出され

たが結論には至らなかった.

・予算案が約 100万円の赤字となっていることと，

学会基金の積立金が約500万円にもなる点につい

て，問題が指摘された本件については，常任理事

会において検討することになった.

-13年度から 14年度への繰越金に比べ， 14年度か

ら15年度への繰越金が 100万円減少することに対

して，深い憂慮が示された.

1-8. 第 13回陽電子国際会議

-77・理・13に基づいて 2003年9月7--12日に京都

で開催が予定されている第 13回陽電子国際会議の

概要説明と協賛依頼が小林幹事より行われ，協賛が

認められた.

1・9.2003年の放射線化学討論会の計画

77・理-14に基づいて 2003年の放射線化学討論会

の計画について説明があった.

計画ではミラーコンファレンスや， ゴードンコン

ファレンスを模して， 4泊5日の泊り込み学会とす

るものであり， 2003年9月15日午後から 9月 19

日まで，神奈川県の箱根 ・小涌谷にて開催となって

いる.これに関して，一部参加も可能とする運営で

あれば，実施可能ではなし、かということとなった.

会員の意向を盛り込んで準備するよう要請された.

幹事校は早稲田大と東大.
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1・10. 第45回放射線化学討論会の実施状況報告

口頭発表53件，特別講演2件，依頼講演2件，ポ

スター発表43件

討論会初日の時点で参加者数81名であり，事前登

録は 117名

審議事項

学会の抱える問題について

77・理-12に基づき本件関連する問題提起が行われ，

議論が行われた.

・会員数の減少に歯止めをかけたいので，討論会の発

表について会員資格を要請するかどうかの議論が行

われた.

-会費未納者への督促を 7月に行った. 102名中32

名から払い込みがあったが，理事の中にも未納者が

複数いるので，極めて憂慮している.

・放射線化学討論会への援助金が 15万円であるのに，

若手の会に 25万円の援助を行っているのは，ノイラ

ンスが悪い.

これらの問題について，支出を抑える方向で学会を

運営すると，現在の日本のようなデフレスパイラルに

似た状態を引き起こし，学会が破綻する.補正予算的

なものを考えて，学会基金の取り崩しを含む運営方針

を立てるべきではないかという意見が出されたこれ

らの問題については，常任理事会で議論し対策を構築

することになった.

日本放射線影響学会からの申し出

別紙資料により，熊谷氏より日本放射線影響学会と

の連携について説明があり， これに対する対応が協議

された. 影響学会からの申し出は， I関連各学会と密

接な連携を実現して日本放射線研究連合として法人化

を検討する」というもので，基本的に影響学会がその

中心に座る形となる.

これに対し，出席者から次のような意見が出された.

.このままでは原子力やビームといったキーワードや

放射線応用(基礎 ・応用ともに)の分野が含まれな

くなってしまう.

・材料分野への影響も大きい.

・放射線化学会が独自性を失わないような解を見っけ

なければならない.

・影響学会からのこの申し出の件について，学術会議

核科学総合研連放射線科学専門委員会委員として鏡

野顧問から，永年にわたる説明にもかかわらず，影

響学会は我々の学会の目的，研究分野を理解してい

ないという本質的な問題があるので，理事会などで
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この問題を注意深く検討した方が良いのではとの意 来構想ともかかわる極めて重要な話なので，理事各

見があった.その結果，会長が理事会の意見をまと 位が真剣に本件について考えて欲しい.

めて鏡野顧問へ伝えて影響学会に対処することとし これらの意見を伺った上で，理事会で結論を出せる

た. 状況ではないので継続審議とすることになった.

・アカデミズムのマップ作成が必要であり，学会の将 以上

平成 14年度事業中間報告 会誌No.74発行

平成 14年 10月第45回放射線化学討論会 平成 15年 3月第 78回理事会

(9--11日福岡九州大学 08日東京早稲田大学)

第 77回理事会 (9日) 会誌No.74発行

第 38回総会 00日)

平成 14年度中閉会計報告(平成 15年 2月 28日現在)

収入の部

項 目 予 算

賛助会費 1，000，000 

個人会費 1，200，000 

雑収入 200，000 

前年度繰越金 2，113，408 

メにkコ 5十 4，513，408 

支出の部

項 目 予 算

事務費 100，000 

通信連絡費 100，000 

事務局経費 240，000 

1，500，000 

発送費 120，000 

原稿料 100，000 

会議費 100，000 
放射線化学討論会援助 150，000 
応用シンポジウム援助 100，000 

放射線化学セミナー援助 100，000 

若手・夏の学校援助 250，000 

学会賞 50，000 

同位元素発表会分担金 9，000 

企画委員会経費 75，000 

将来構想委員会経費 75，000 

編集委員会経費 150，000 
ホームページ運営費 60，000 

予備費 100，000 

次年度繰越金 1，134，408 

iEh コ 言十 4，513，408 

運営資金現在額 4，141，713円

(単位:円)

収入状況 備 考

980，000 

1，044，000 

15，695 
2，887，846 (討論会費として引き継いだ

￥774，438を含む)

4，927，541 

(単位:円)

支出状況 備 考

40，482 葉書・ PC用紙

52，660 切手・理事会資料などの送料。
541，590 会誌No.74 H14. 10月発行

77，967 ノ〆

O (支払い準備中￥145，000，3月中に支
払~、予定)。

54，169 第77回理事会.九大 00月9，10日)。 第45回討論会(九大)の援助は H13
年度中に支払し、済。。

18，960 H14.10月 賞状，メダル等。
O 。。。。

785，828 

(現金 6，250円 郵便貯金 7，328，069円 銀行預金 1，030，056円の合計額から学会基金積立額 4，222，662円を
差し号川、た額)
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入退会希望者一覧

(平成 14年 9月 1日~平成 15年 2月28日)

入会

区 分 会員番号 氏 名 所 属 紹介者

正会員 530 山内知也 神戸商船大学

534 吉田和宏 日立化成工業(株)総合研究所

535 鶴和也

学生会員 531 朝野護人 早稲田大学 大島明博

532 日向俊之 早稲田大学 大島明博

533 一釣彰吾 早稲田大学 大島明博

退会

区 分 会員番号 氏 名 所 属 備 考

正会員 52 宇田川昂 日本原子力研究所

86 重松友道 逝去

142 紺田勝久 矢崎総業(株) 異動

265 仲川勤 明治大学 退職

274 中山斌義 近畿大学
11 320 鹿田鍋蔵 逝去

340 古橋邦彦

344 堀井英雄 大阪府立先端科学研究所 退職

350 角田誠 三菱電機先端技術総合研究所 異動

485 呉国忠 東京大学 帰国

賛助会員 関西電力(株)

日新製鋼(株)

旭化成(株)
〆〆 中国電力

日本電子(株)

• 
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日本放射線化学会平成 14年度役員名簿

会長 田川精一(阪大産研)

副会長 市川恒樹(北大院工) 平岡賢三(山梨大工)

勝村庸介(東大院工)

常任理事 市川恒樹(北大院工) 平岡賢三(山梨大工)

上野桂二(住友電工) 水津健一(日新ハイポル)

勝村庸介(東大院工) 鷲尾方ー(早大理工総研)

南波秀樹(原研高崎)

理事 青木 康(住友重機) 砂川武義(福井工大)

阿部康夫(大阪府大先端研) 住吉 孝(北大工)

新井英彦(放振協) 竹中康之(北教大)

飯沼恒一(東北大工) 辻 正治(九大機能研)

石樽顕吉(埼玉工大) 永石隆二(原研東海)

小嶋拓治(原研高崎) 中川和道(神大発達)

上野桂二(住友電工) 中川清子(都立産研)

丑田公規(理研) 仲)11 勤(明大理工)

岡崎正治(産総研 ・中部) 中村一隆(東工大セラミック研)

嘉悦 勲(近畿大理工) 中山敏弘(京工織大工芸)

加藤隆二(産総研) 南波秀樹(原研高崎)

河西俊一(原研関西) 西川 勝(神奈川工科大)

熊谷 純(名大工) 漬 義昌(早大理工総研)

河内宣之(東工大院理工) 藤原邦夫(荏原総研)

塩谷 優(広大工) 真嶋哲朗(阪大産研)

柴田裕実(東大原総セ) 水津健一(日新ハイポル)

新坂恭士(金沢工大工) 百瀬孝昌(京大理)

鈴木信三(都立大理) 吉田陽一(阪大産研)

鈴木健訓 (KEK) 鷲尾方一(早大理工総研)

監事 渡辺 宏(原研高崎) 長谷博友

事務局 東京地区(東京大学原子力工学研究施設)

顧問 佐藤 イ申 鏡野嘉彦(九大院総理工)

田畑 米穂、(原子力システム研究懇話会) 笛木賢二

吉田 宏

名誉会員 今村 EEヨヨ 桜井 洗

近藤正春 団野陪文

編集委員会 委員長:平岡賢三(山梨大工) 田口光正(原研高崎)

青木 康(住友重機) 中村 一隆(東工大セラミック研)

駒口健治(広大工) 平出哲也(原研東海)

砂川武義(福井工大)
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日本放射線化学会賛助会員

岩崎電気(株)

電気興業(株)

(株)英光社

関西ペイント(株)

原子力燃料工業(株)

(株)コーガアイソトーフ。

四国電力(株)

住友化学工業(株)

住友スリーエム(株)

住友電気工業(株)

ラジエ工業(株)

大日本インキ化学工業(株)

東京電力(株)

東北電力(株)

日新ハイボルテージ(株)

日本原子力研究所

ビームオペレーション(株)

古河電気工業(株)

(財)放射線利用振興協会

(株)ユアサコーポレーション

合計20社

(アイウエオ順)
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